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日立ファクシミリ用同報装置｢HIMACシリーズ+
HitachiMultトAddress-Calling Equipment for Facsimile

昭和47年秋のrl本電信電話公社公衆通信凶線網の｢解放+以来,電話凶縁組を利

用したファクシミリ通信は,事務部門の合理化,効率化の一つの大きな手段として

クローズアップされ,急速な発展を遂げつつある｡最近更に省力化を図るために,

文吉通信の特徴でもある同一文吉を多数の相手に配送する,いわゆる同報通信の要

求が高まってきている｡

日立製作所はこれらの背景のもとに,今回2機種のファクシミリ用同報装置を開

発した｡一つは通信時間の宋豆縮に主U艮を置いた中速フ7′クシミリ和一斉同報装置で

あり,もう一つは通信業務の省力化,確実性に主眼を置いた高速ファクシミり用順二大

同報装置である｡二れら2機椎の同報装置は,いづれも国際標準CCITT GII,GIII

方式をベースにしており,広範囲の加入端末への同報サービスを可能とLた｡また,

凶線別監視による一斉同幸即寺の誤送信の防止,順次同報での通信証明のプリントア

ウトなどにより,過信の確実性を高めることができた｡

l】 緒 言

ファクシミリ通信では,

+及うため1:氾(複数)通信,

一方,硯/1三のファクシミ

なっており,この回線は1

1:1過信のはかに通達文書などを

すなわちr司幸艮通信が強く望まれる｡

り通†三は公衆電テ活回線利用が主体と

:1の通イ言舶となっているので,1:れ

の同報通信を行なうためにはファクシミリ装置側にこ♂)同報

機能を付加する必要がある｡専用線を有効に利用したト寸土二同

報システム"HIMAClOlO''については既に本誌で紹介済み1)

であるが,このたび,公‾衆電話凶線を利用Lた同報装帯を開

発Lたので,その概要について述べる｡この同報装置は,中

速ファクシミリ用として一斉同報方式によるものと,高速フ

ァクシミリ用として川貞二大同幸艮方式によるものとの2種がある｡
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図l 一斉同報方式 同時に複数回練にファクシミリ送信するもので,

FAX-Rは同!鞭モード手順が必要である｡
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凶 同報方式

ノJ口入電話回線を利用したファクシミリ通信で,同報過イ‾L言を

行なうためには種々の方式が巧▲えられるが,人別すると二人の

二つにまとめることができる｡

2.1一斉同報方式

木方式は,図1に示すように稜数のれ本(同時接続回線数)

の回線を同時接続し,一度に乃端末に一斉送イ言するものであ

る｡一般に犯≦m(加入端末回線数)であるため-一賢回の送イ‾.減
作を行なうことになる｡この複数回の送信操作を行なう方法

とLては,二大に述べるような方法がある｡

(1)手動操作

同報原稿を氾端末ごとに手動セットし,送信操作を行なう

もの｡

(2)ドラム式

ドラム式ファクシミリ送イ言機を使用し,原柚を枚返し送イ三一言

するもの｡

(3)L酎象メモリ式

同報装置内に挿j條メモリを設け,匝i條メモリ内容をサイク

リ
ックに読み出し,繰返し送イ言するもの｡

これら三つの‾方法の比較を表1に示す｡同表から同報煉枯

が複数校で若か小さい場合(10以下)は,手動操作による練起
しが有効であることが分かる｡

2.2 順次同報方式

本方J〔を図2にホす｡本方式は同報原稿を1端末ずつF上l動

的に順次端末へ送信するもので,従来人手により宛先をデイ

表l 送信繰返L方法 ドラム式の場合送信原稿枚数を増やすため,複

数台の同報送信用FAXを設置することも考えられる｡

No, 送信方法 送信壬染作 送信原稿枚数 画像メモリ 同報装置価格

l 手動操作 晋回 大 不要 l.0

2
FAX自動繰返し
(ドラム式FAX)

l回 l枚 不要 l_0

3 画像メモリ式 l匝】 数枚 要 3以上

*

口上二製作所戸J家二｢場
**

日立製作所通信機事業部
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図2 順次同報方式

報手順は不要である｡
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送信操作を自動化Lたもので,FAX▼Rは特別な同

ヤルし送信したものを,自動ダイヤル化した形である｡また

本方式は,前述の一斉同報方式で乃=1の場合に相当するこ

とになるが,1端末ずっ順次送信するため送信原稿が少ない

か又は高速送信の場合,すなわち送信時間が短い場合に有効

である｡

2.3 ファクシミリ機種と同報方式

現在公衆電話回線利用の事務用ファクシミリ装置は,中速

(GII)と高速(GIII)ファクシミリが主体であるが,各々異なっ

た方式をとっているため同報方式との親和性に差がある｡

(1)通信所要時間

図3に両同報方式の通信所要時間を示す｡例えば,各県に

1箇所ずつファクシミリ端末を設置した場合,端末数は約50

となるが,このときの通信所要時間を図3に示す｡

これらから中速ファクシミリの場合は,一斉同報が非常に

有効であることが分かる｡一方,高速ファクシミリの場合は,

一斉と順次では中速ファクシミリの場合ほど差はなく,両方

た

同

事■-■
■I
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餌､､

図3 通信所要時間 一般にl日8時間の勤務であるから,通信時間と

Lては2時間が限度と考えられる｡
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式とも2時間以内である｡

(2)画像メモリ容量

平面走査式ファクシミリ装置を使用する場合は,一斉,同

報いずれの方式でも,手動操作を少なくするためには画像メ

モリが必要である｡表2に中速,高速ファクシミリ装置での

画條メモリ量の比較を示す｡高速(GIIりでは画像信号の2次

元逐次符号化を行なっているため,中速(GII)に比べ約÷の

メモリ量で済むことになる｡

表2 画像メモリ量 主走査8J/mm.副走査4ん仙mとして計算Lた｡

A41枚当たり画像情妻板
同報原稿5枚の

ときのメモリ量

中速機(GII) l.44Mビット 7.2Mビット

高速機(GIIIMR) 0.54Mビット 2.7Mピット

表3 HIMAC100シリーズ装置形式 同時接続回線数は,1回の送信

操作で同時に送信できる加入端末数と同じである｡川MAC100｢A+形では5回の

送信操作となる｡

形 式 同時接続桓]棟数 加 入端末数

HIMAC108｢A+ 6 30

HIMAC200｢A+ 6 60

HIMAC300｢A+ 18 50

表4 HIMAC150シリーズ装置形式 川MAC150/250｢白+は,4.8kビッ

トファクシミリ用,HIMAC150/250｢C+は,9.6kビットファクシミリ用である｡

品番 形 式
加入

端末数
ヰ幾 能 適合FAX

Ol HIMAC150A一｢A+

30

標準

HF541形

02 ｢B+ 標準＋課金計算

03 ′′ ｢C+ 棲準＋標準＋連動切換

04 ′′ ｢D+ 標準＋連動切換

05 川MAC250A-｢A+

60

標準

06 ′′ ｢B+ 標準十課金計算

07 ｢C+ 標準＋標準＋連動切換

08 ′′ ｢D+ 標準＋連動切換

09 川MAC150B-｢A+

30

標準

HF532形

HF550MR形

HF560MR形

GIII適合形

10 ｢B+ 標準十課金計算

ll ｢C+ 標準十標準＋連動切換

】2 ｢D+ 標準十連動切換

13 川MAC250B-｢A+

60

標準

14 ｢B+ 標準＋課金計算

15 ｢C+ 標準＋標準＋う圭動切換

16 ｢D+ 標準＋i垂動切換

17 川MAC150C-｢A+

30

標準

HF960形

HF950MR形

HF960MR形

GlII適合形

18 ｢B+ 標準＋課金計算

19 ｢C+ 標準＋標準＋う圭動切換

20 ｢D+ 榛準＋連動切換

21 川MAC250C一｢A+

60

標準

22 ｢B+ 標準＋課金計算

23 ｢C+ 標準＋標準＋連動切換

24 ｢D+ 標準＋連動切換



以上の点から,同報方式としては,中速ファクシミリにつ

いては大幅な通信所要時間の短縮が図れる一斉同報方式のほ

うが有効であり,高速ファクシミリについては,送信時間短

縮よりもむしろ送信の自動化による省力化効果が得られる順

二大同報方式のほうが適していることが分かる｡

臣I HIMACシリーズ

3.1 概 要

HIMAC(HitaclliMulti-Address-Calling Equipment)シリー

ズとしては,一斉同報方式をj采用した中速ファクシミリ装置

用同報装置｢HIMAClOOシリーズ+と,順次同報方式を採用

した高速ファクンミリ装置用同報装置｢HIMAC150シリーズ+

がある｡これらの装置形式を表3,4に示す｡HIMAClOOシ

リーズではHIMAClOOA形をベースとし,加入端末の増加に

対してはHIMAC200A形を,更に同報スピード向上のため,

同時送出回線を6回線から10回線に増やしたHIMAC300A形

をシリーズ標準機種として設定した｡

一方,HIMAC150シリーズでは,制御手順及び伝送スピー

ドに応じA,B,Cの3機梓に分け,これらを更に加入端末

数,付加機能別に細かく対応できるようシリーズ機種を設定

した｡

なお最大加入端末数は,これらいずれの機種も30又は60端

末を標準とした｡これは次に述べるような理由による｡

(1)同報通信の適用範囲が,同一県内の出先機関に限られる

場合は,30端末以下の場合がほとんどである｡

(2)全国規模の同報システムの場合は,都道J存県に大体各1

台加入端末が置かれる場合がほとんどであり,47箇所＋αと

みて,60端末以下となる｡

3.2 HIMAClOOシリーズ

本装置は複数の加入電話回線を使用し,この装置に‥接続し

同報用ファクシミリ装置

(GlI中速ファタシミリ)

NCU

__................_+

号手口酎 .M-ヒ∩〕0‖M

lNF

同報装置

し川MAClOOA)

日立ファクシミリ用同報装置｢HIMACシリーズ+411

た1司報送信用HF340形シリーズの中速ファクシミリ装置の

CCITT(国際電信電話諮問委員会)GIIモードで,貴大60加入

端末のCCITT GII中速ファクシミリ装置に対して,一斉同

車艮過信を行なう ものである｡

(1)構 J戎

本装置の構成を匡14にホす｡同図で同報発信は発信トラン

クを用い,2回線ごとに日動的に呼出Lを行ない,応答のあ

った回線へDSP(同報モード指完三)信号を送出して和子加1人‾者

ファクシミリ装置の動作を一時イ米留させて回線を保持し,呼

び出した仝加入者に対する応答かそろった場合に同報送イ言用

ファクシミリ装置に起動をかけ,ファクシミリ同報通信を開

始する｡なお,呼出し加入者が話し中の場合は,その回線を

日動的に切り離し,話し中表示を操作盤上に出す｡ファクシ

ミリ送信終了後は,同報送信用ファクシミリ装置からの送信

中情報がオフすることによI),才妾紙中の全回線を自動的に断

とする()

(2)tl二 様

本装一室の主なtl二様を表5に示す｡

表5 HIMAC100シリーズイ士様 加入電話回線使用基準により,同時呼

出L回線は2回線とLた｡

仕 様 項 目 HIMAC100A HIMAC200A HIMAC300A

収容回線数(本)

発信専用 5 5 9

発着両用 l 】 1

計 6 6 IO

最 大 加 入 端 末 数(台) 30 60 60

最大 ダイ ヤ ル桁数(桁) ll

呼 出 L 方 式 2回線同時発信による順三欠呼出L

ダイヤルインパルス速度(pps) 10又は20
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注1∴略語説明 NCU(回線制御ユニット)

MODEM(モデム)

州F(インタフェース部)

2∴太線は,一斉同報時の画信号ルートを示す｡
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FSD(FAX応答信号検出)

CONT(制御部)

ACU(自動呼接続ユニット)
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ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

_ +
CFR(受信準備完了確認)

MCF(メッセージ確認)

DSP(同報モード指定)

図4 HIMAC100シリーズ構成図 ファクシミリの手順制御は.一度同報装置内のFSDで中継L制御される｡
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図5
一斉同報手順

DSPとLては,トーン信号を使用する｡

(3)適合ファクシミリ装置

本装置に適合するファクシミリは,次に述べるとおりである｡

(a)同報送信用ファクシミリ装置

同報装置別寺卸インタフェースをもったHF340形シリⅥズ

中速フ7クシミリ装置｡

(b)加入端末用ファクシミリ装置

(i)日立製作所標準仕様のHF340形シリーズ中速ファク

シミリ装置(HF343形,HF344形,HF350形)｡

(ii)CCITT GII適合品で,図5に示す同報手順をもっ

た中速ファクシミリ装置｡

(4)特 長

(a)ファクシミリ個別通信,任意群別一斉同報通信,あら

かじめ設定された組合せによる固定群別一斉同報通信など,

用途に応じた通信形態をとることができる｡

(b)本装置は,ファクシミリ同報通信中で,加入端末に異

常があった場合その回線だけを開放し,その異常表示を操

作盤面上に表示することができるため,通信に確実作をも

たせることができる｡

(C)本装置は発着信両用回線を収容しているので,同報ブ州

L肘E(No.)

BUSY SEND

(カレープ名)

三几′

占又

部

(30加入)

!口

!呂
■.+口

MCF

EOM

(加入者名)

LINE RESET

GC 蒜;●l……
DSP

Gl

トナ
ー

ケ
ン

ス

保
ム刀

∈白

注二略語説明

CED(被呼局識別)

G】(グループ識別)

GC(グループ命令).

PHS(位相調整)

EOM(メッセージ終了)

入端末以外の端末とも,普通のファクシミリ通信と同じ形

で個別過信を行なうことができる｡

(d)CCITT GII機に簡単な同報手順を追加することによ

り,加入端末とLて収容することができる｡

(5)操 作

図6に本装置の操作盤面を示す｡操作の基本となるグルー

プ同報の手順は,二大に述べるとおりである｡

(a)同報送信用ファクシミリ装置に,同報原稿をセットする｡

(b)操作盤グループ選択ボタン(例④)を押す｡

(C)STARTボタンを押す｡これにより回線自動呼出し接

続が始まる｡回線接続完了後,フ7クシミリ自動送信開始

(FAXランプ点灯)｡

(d)送信終了するとブザ【が鳴動する｡二大の原稿があれば

セ､ソトする｡なければ一定時間後自動停止｡

(e)同報送信が終了したら,RESETボタンを才甲して装置

をリセットする｡

全同報送信の場合は､上記グループ同報の(a)～(d)の操作を

順次各グループについて行なえばよい｡また同一グループを

構成している加入者ボタンを,任意に選んで押すことによリ

岩
淵
自
白
自
白
呂
州

注:略語説明

1∴ボタン名

●MULT…･‥同報装置の操作開始用ボタン

●START･･…･加入者呼出L開始ボタン

●(グループ名)‥･‥･グループ選択ボタン

●(加入者名)……加入者の個別選択ボタン

●RESET‥…･全動作停止ボタン

●LINE RESET…‥･1回線分のリセットボタン

●LAMP CHK…･･･全ランプの点灯試験用ボタン

2.ランプ名

●S巨ND‥…･呼出し中(点滅),送信中,又は

送信完了表示(点灯)

●BUSY･‥･‥話中の場合などの未送信表示は灯)

●FAX‥…･ファクシミリ送信中点灯

●READY･･…･装置のレディ状態表示

●ALARM‥‥･･電源障害及び動作障害表示

図6 川MAC100シリーズ操作盤面図 グループごとに原稿セットを行なう｡30加入同報では5回の原稿セットとなる｡
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グルMプ内任意同報送信を行なうことかできる｡

以上述べたいずれの場合でも送信済み確認が必要なときは,

上記(e)の操作のRESETボタンを押す前にグルー7U選択ボタ

ンを才甲すと,LINE RESETボタン上にSEND(送信済み)又

はBUSY(話し中などで送信できず｡)表示がでる｡

3.3 ト‖MAC150シリーズ

本装置は加入電話回線の1回線を使用し,本装置に接続し

た日立高速ファクシミリ装置から最大30箇所(増設により60箇

所)までの高速ファクシミリ装置に対し,順二大通信により同報

通信を行なうもので,フ7クシミリ画像データを一度に約5

枚分蓄積できるメモリを内蔵している｡

(1)構 成

本装置の構成を図7に,外観を図8に示す｡同報送信用フ

ァクシミリからの画像データは,一度同報装置内のFDD(フ

ロッピディスクメモリ)に蓄積される｡次に,指定された川副字

に従い,ACU(自動発信制御ユニット)が動作し､1加入者ご

とに回線を接続しFDDに蓄積された同報原稿データを送出す

る｡加入端末が話し中などで接続できないときは,自動的に

最高2回まで再呼出しを行なう｡

本装置はこれら同報制御のほかに,通信証明用プリンタ,

時間表示磐,データインプ､ソト用テンキ【などをもっている｡

(2)仕 様

本装置の主な仕様を表6に示す｡

(3)適合フワークシミリ装讃

(a)HIMAC150/250｢A+形の場′合

l司報送イ言用,加入端末用とも,

置を使鞘する｡

(b)HIMAC150/250｢B+形の場合

;丁言丁妄壷｢同報用プァ

(Gm高速ファクシミリ)

NCU

画信号 MOD巨M

lNF

_ +

HF541形ファクシミリ装

思

㌔

＼モ

嘩

図8 HIMAC150シリーズ外観図 HIMAC150C形を示す｡CC汀T GlII

形高速ファクシミリを接続することができる｡

B_+叶うは仁七送油性4.8kビ､ソトで川ど阜ニタこ】i+幸艮を行なうもので,

HF532け壬をはじめCCITT GIII過′ト機HF550MR形,

MR彬を収谷することができる｡また加入端末と

CCITT GHI埴′介機であれば接続叶能である.)

LET

HF560

Lては,
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｢■

個 同 読 送
別 報 込 出

MUJT CONT

CONT MODEM

FDD CONT

+_
OP･B FDD

ヽ､

へ
｢
l

NCU

ACU

ENL

｢ヒNL

｢t

_ +
No.2 3 4 5

連動同報装置へ

注1∴略語説明 OP･B(操作盤),MULT()ONT(連動接続制御部),FDD(フロッピディスクメモリ),FDD CONT(FDD制御癖)

2∴太線は同報時画信号ル冊トを示す｡

区】7 HIMAC150シリーズ構成図 画像メモリとLてFDDを最大3個まで実装することができる｡

L-ヒT

個
別
通
信
用

同
報
通
信
用
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宛先
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回 巨司仁]巨I
Eグルー7'DグループCクルー7BグループAグループ

モニタ

月 日 時 分｢通番｢√鑑真｢
【一‾

｢ ｢ ｢

E匹ヨ匹】

｢訂｢訂時刻指定一

匹Eヨー巨亘ヨ

プリンタ

操作

記鮒@･雛叫ク桓 司

1 2 3

4 5 6

7 8 9

兼 0 CL

巨ヨ

仁]
オーバフロー

巨∃

匹]仁コ
ランプテスト

巨∃

【司

匝ヨ

且
宛先ボタン

注:* 連動切換礫能(オプション)付加の場合搭載

** 30カ8入増設の場合搭載

図9 HIMAC150シリーズ操作盤面図 プリンタには発信日付,通番,相手端末コード,送信処理完了時刻,送信処理区分,未送信区分などを打ち出す｡

表6 HIMAC】50シリーズ仕様 発着両用回線は.同報送信用ファクシ

ミリを一般のファクシミリ通信としてイ重用する場合に用いる｡

イ士 楼 項 目 HIMAC150 HIMAC25D

収容回線数(本)

発イ言専用 l l

発着両用 l l

計 2 2

最 大 加 入 端 末 数(台) 30 60

最大ダイ ヤル桁数(桁) tl

ダイヤルインパルス速度(pps) 10又は20

画像メモリ 容圭(kバイト〉 0.5(max.l.5)

最 大 三圭 動 数 5(オプション)

同 報証明 プリ ン タ あり

(c)HIMAC150/250｢C+形の場合

｢C+形は伝送速度9.6kビットで順次同報を行なうもので,

HF932形をはじめCCITT GIII機HF950MR形,HF960MR

形を収容することができる｡更に,｢B+形と同様にGIII適

合機も加入端末として収容可能である｡

(4)特 長

(a)本装置は画像メモリをもっているため,同報原稿読取

り操作は一度行なえばよく,原稿操作が簡単である｡

(b)また指定した複数の宛先へは,回線接続,同報原稿送

信,回線切断を順次自動的に行なうので,その間人手は不

要であー)省力化が図れる｡

(e)このように一度原稿をインプットすれば,あとは全自

動動作となるため,操作盤テンキーにより時刻指定を行な

えばその時刻に同報送信を開始する,いわゆる指定時刻自

動送信が可能である｡
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(d)プリンタアウトプットとして同報証明記鎚か残るので,

問合せ,確認,末送イ言のチェックなど,確実な送信確認を

得ることができる｡

(e)本装置は連動ユニットを付加することにより,最大5

六まで連動させることができる｡連動接続では,同報送信

絹フ7クシミリ装置からの任意の連動同報装置へ画データ

インプット､‾更に同報装置から任意の連動装置への画條メ

モリテ■一夕転送ができるため,収容加入者の増大はもとよ

り,系統別に異なった内谷の同報送信を行なうことがで

きる｡

(5)操 作

本装置の操作盤面を図9に示す｡本棟作磐には,同報通イ言

に必要な操作ボタンのほかに各種データ入力用のテンキー,

同報通信記錨アウトプット用プリンタ及び各桔デ"タ可視表

示盤を設けてあり､通信の確認を容易にしている｡

操作の基本としては,原稿セット後,メモリボタンニ押Lに

より原稿内容をメモリに取り込み,宛先を指定L送信ボタンを

押せば,その後の動作はすべて自動的に行なわれる｡

田 結 言

以上,加入電話回線を利用した各種同報装置について述べ

たが,今後のファクシミリ通信として,通信の確実性,無人

通信化､コンピュータとの結合など新しい省力化通信形態の

要求が増加してくるものと予想される｡今後,これらのファ

クシミリ通信を利用した通信の省力化システムを実現するた

め,よりいっそう努力する巧▼えである｡

終わりに,この間先に閲し種々の子卸肋言,御協力をいただ

いた関係各位に対し,深謝する次第である｡
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